
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画は第 2 次かつしか健康実現プランの

期間と合わせ、令和 2 年度から令和 5 年度ま

での 4 年間とします。 

 
令和元年度 

（2019） 

令和 2 年度 

（2020） 

令和 3 年度 

（2021） 

令和 4 年度 

（2022） 

令和 5 年度

（2023）

 

 

 

 

    

 
 
 
 

  

「自殺対策基本法」における理念と区の現状等を踏まえて、以下の５つの方針のもと計画

を推進していきます。 

 

１ 自殺対策を区民が「生きることの包括的な支援」として推進する 

２ 区の関連施策が有機的に連携して総合的な対策を展開する 

３ 対応の段階に応じた対策を効果的に連動させる 

４ 区民への啓発と実践を両輪として推進する 

５ 関係者の役割の明確化と、関係者の連携・協働の推進 

 
 

令和２年３月 

葛 飾 区 

～誰も自殺に追い込まれることのない 

  いのち支える葛飾区を目指して～ 

本区では、自殺対策基本法に基づき、自殺対策を総合的かつ効果的に推進するた

め、平成 30 年度に「葛飾区生きることを支えるための調査～自殺対策に関する意

識調査～」を実施する等の準備を進め、この度、「葛飾区自殺対策計画 ～誰も自殺

に追い込まれることのないいのち支える葛飾区を目指して～」を策定しました。 

平成27年
（2015）

自殺死亡率

23.8

平成30年

（2018）

自殺死亡率

20.0

令和5年

（2023）

自殺死亡率

18.7

令和8年

（2026）

自殺死亡率

16.7

葛飾区自殺対策計画 

第２次かつしか健康実現プラン 

Ⅱ 計画の数値目標 Ⅰ 計画の期間 

平成 27（2015）年の年間自殺死亡率

23.8 を、令和 8（2026）年までに 30％

以上減少させ、16.7 以下にすることを目

指します。 

Ⅲ 基本方針 



１ 

 
 
 

 

 
 

  

葛飾区における自殺死亡率（人口 10 万対）は、全国、東京都に比べ経年的に高い状況で

推移しています。平成 30 年の自殺死亡率は、特別区の中で葛飾区は高い方です。 
 

【全国・東京都・葛飾区の自殺死亡率の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

平成 30 年の葛飾区における自殺者の年代は、

50 歳代に最も高く 22.8％です。働く世代の 30

歳代から 50 歳代は 43.5％、20 歳未満、20 歳

代の若年者は 15.2％を占めます。性別年代別自

殺死亡率（人口 10 万対）については、男女とも

60 歳代 70 歳代の高齢者と 50 歳代の働く世代

の自殺死亡率は全国に比べ高い状況です。 

 

  

【性・年代別の自殺死亡率（人口 10 万対）】 

男 性       女 性 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 自殺死亡率の推移 

葛飾区 東京都 全国

２ 年代、性別等 

20歳未満

2.2%

20歳代

13.0% 30歳代

8.7%

40歳代

12.0%

50歳代

22.8%

60歳代

12.0%

70歳代

16.3%

80歳以上

13.0%

N = 92 

出典：厚生労働省 自殺の統計 

0 0全 国 葛飾区 

出典：厚生労働省 地域自殺実態プロファイル（2018）

【平成 30 年 葛飾区における自殺者の年代】 

出典：厚生労働省 自殺の統計 
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Ⅳ 自殺の現状 

0 0全 国 葛飾区 



２ 

N =

161

130

148

169

190

232

87.6

86.2

90.5

78.1

77.4

70.7

11.2

13.8

8.1

21.3

21.1

24.6

1.2

1.4

0.6

1.6

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 1,037

そう思う

11.2%

どちらかというと

そう思う

27.6%

どちらかというとそう

は思わない

20.9%

そうは思わ

ない

27.7%

わからない

10.1%

無回答

2.5%

 

  

調査期間：平成 30 年９月 14 日から平成 30 年９月 24 日 

調査対象：葛飾区在住の満 18 歳以上の方を無作為抽出 

調査結果：有効回答数 1,037 人（34.6％） 
 

（１）他の人に助けを求めることへの抵抗感 
不満、悩み、苦労、ストレスがある時、他の人に助けを求めることに抵抗感のある人は、

38.8％です。助けを求めることに抵抗感のある人は 40 歳代に最も高く、助けを求めるこ

とに抵抗感の少ない人は 30 歳代に最も高い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）不満、悩み、苦労、ストレスがある時、相談する人 
悩みやストレスがある時相談する人が

「いる」は 80.3％、「いない」は 17.6％

です。 

 

 

 

 

 

 

年齢別では、相談する人

が「いる」のは 40 歳代が

最も高く、40 歳代から年

代が上がるほど割合が低

くなります。 

  

N = 1,037

いる

80.3%

いない

17.6%

無回答

2.1%

【悩みやストレスがある時に相談する人の有無】 

そう思う どちらかというとそう思う

どちらかというとそうは思わない そうは思わない

わからない 無回答

【他の人に助けを求めることに抵抗感が 

あると思うか（年齢別）】 
【他の人に助けを求めることに抵抗感が 

あると思うか】 

【悩みやストレスがある時に相談する人の有無（年齢別）】 

いる いない 無回答

N =

161

130

148

169

190

232

11.8

11.5

9.5

10.1

8.4

14.7

27.3

23.1

35.8

27.2

27.4

25.4

16.8

27.7

23.0

26.0

23.2

13.8

35.4

33.1

27.7

24.9

25.8

23.3

6.8

4.6

4.1

11.2

14.2

15.5

1.9

0.6

1.1

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10-20 歳代 

30 歳代 

40 歳代 

50 歳代 

60 歳代 

70 歳代以上

３ 自殺対策区民意識調査結果 

10-20 歳代 

30 歳代 

40 歳代 

50 歳代 

60 歳代 

70 歳代以上 

 



３ 

（３）睡眠 
眠れない日が続くことが「ある」は 16.7％、「ない」

が 82.6％です。 

眠れない日が続く時の対応は、良質な睡眠を阻害する

「スマートフォン等の電子機器でゲームやＳＮＳなど

を行う」が 1 位、「飲酒する」の回答が 3 位です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）自殺対策の取り組みとして有効と思うもの 
自殺対策の取り組みとして有効と思うものは、「周りの人とのつながりや関係を築くた

めの居場所をつくること」が最も高く、次いで「相談できる窓口や機関について周知する

こと」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【眠れない日が続くことについて】 

【自殺対策の取り組みとして有効と思うもの】 

 

【眠れない日が続く場合の対応策】 

N = 1,037

ある

16.7%

ない

82.6%

無回答

0.7%

ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。日記

やメッセージなどを通じて、友人や知人・共通の趣味

を持つ人達とインターネット上でつながること。 

ＳＮＳ 

とは 

N = 173 ％

スマートフォン等の電子機器で
ゲームやＳＮＳなどを行う

医師に相談する

飲酒する

運動する

入浴する

市販の入眠剤を利用する

その他

無回答

26.0

24.3

15.0

15.0

10.4

5.2

31.8

5.8

0 10 20 30 40 50

N = 1,037 ％

周りの人とのつながりや関係を
築くための居場所をつくること

相談できる窓口や機関について
周知すること

自殺やうつ病に対する正しい認
識について啓発すること

本人の気持ちを尊重した適切な
接し方等を啓発すること

こころの悩みや自殺のサインの
気づき方等を啓発すること

相談できる窓口や機関をつくるこ
と

自殺対策に取り組んでいる団体
や機関の活動を周知すること

研修会や勉強会、シンポジウム
を開催すること

その他

無回答

47.8

45.8

35.8

33.8

32.5

32.3

27.6

9.8

7.0

6.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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本区の自殺対策は、国が全ての区市町村が共通して取組むべきとしている「5 つの基本施

策」と、本区の自殺の地域特性に基づいた実態分析から優先的な課題とする「4 つの重点施

策」に基づいた重点施策で構成しています。 

「地域におけるネットワークの強化」、「自殺対策を支える人材の育成」、「住民への啓発と

周知」等の「基本施策」は自殺対策を推進する上で欠かすことのできない基盤的な取組みで

す。 

「重点施策」は、本区における自殺のハイリスク者である「高齢者への支援」「生活困窮者

への支援」「働く世代への支援」に「子ども・若者への支援」を加えることとしました。 

このように施策の体系を定めることで、本区の特徴を踏まえ自殺対策を「生きることの包

括的な支援」として推進していきます。 

 

 

【施策体系】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区 

の 

施 

策 

（３）区民への啓発と周知 

（４）生きることの促進要因への支援 
（当事者支援） 

（５）あらゆるライフステージにおける 
ＳＯＳの出し方に関する支援 

（２）自殺対策を支える人材の育成 

基本施策 

（１）地域におけるネットワークの強化 

（４）子ども・若者への支援 

（２）生活困窮者への支援 

（１）高齢者への支援 

（３）働く世代への支援 

重点施策 

Ⅴ 区の施策 



５ 

 
 
 
 

 

（１）地域におけるネットワークの強化 

・区、関係機関、民間団体、区民が協働して自殺対策を総合的に推進するため、葛飾

区自殺対策連絡協議会、自殺対策検討分科会を開催いたします。 

・自殺対策に特化したネットワークだけでなく、他の目的で地域に展開されているネ

ットワークと自殺対策との連携に取組みます。特に、自殺の要因となり得る分野の

ネットワークとの連携を強化していきます。 

 

【主な事業】 

 

 

 

 

 

 

（２）自殺対策を支える人材の育成 

・自殺対策では、様々な悩みや生きていく困難を抱える人に対して、早期に「気づき」、

「受け止め」て、適切な関係機関に「つなぐ」ことが大切です。これらを行う人材

を育成し、支援を充実させるため、関連領域の従事者や区民に対象を広げゲートキ

ーパー研修を実施します。 

 

【主な事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・高齢者虐待防止ネットワーク運営委員会     ・自殺対策連絡協議会 

・かつしかあんしんネットワーク事業                  

①様々な分野におけるゲートキーパーの養成 

・支援関係者や相談員への研修  

・地域の関係者・団体等への研修 

 

②自殺対策を担う職員の資質の向上 

・区職員向けゲートキーパー研修  

・教職員向けゲートキーパー研修 

Ⅵ 基本施策 



６ 

（３）区民への啓発と周知 

・自殺に追い込まれることは「誰にでも起こり得る危機」です。危機に陥った場合は、

誰かに援助を求めることが適切であることを、区全体の共通認識とするような普及

啓発を行います。 

・自殺を考えている人を専門相談機関につなぐための相談機関についての情報提供を

行います。 

・各種イベントや講演会等を開催することで、区民が自殺対策について理解を深める

ことのできる機会を増やします。 

・地域全体で「生きるための支援」に取り組むうえで連携が図れるよう、社会教育や

広報活動を通じた啓発活動を展開します。 

 

【主な事業】 

 

 

 

 

 

（４）生きることの促進要因への支援（当事者支援） 

・生きることを支えるため、悩みの相談窓口の提供や、居場所づくり、悩みを抱える

人への個別支援を行います。 

・家族や職場の同僚等に及ぼす心理的影響を可能な限り少なくするとともに、新たな

自殺を予防するための対策を行います。 

 

【主な事業】 

 

 

 

 

 

  

①様々な問題に応じた相談体制の充実 

・区民相談事務    ・相談事業（女性の自立支援等） 

 

②居場所づくり 

・高齢者クラブ助成    ・難病リハビリ教室 

 

③自殺未遂者や自死遺族等への支援 

・救急医療機関と連携した自殺未遂者支援 ・自死遺族等の相談支援 

・自殺予防週間の啓発活動  ・区広報媒体を利用した普及啓発 

・相談窓口一覧リーフレットの配布 

 

 



７ 

（５）あらゆるライフステージにおけるＳＯＳの出し方に関する支援 

・児童生徒が、社会において直面する可能性のある様々な困難・ストレスへの対処方

法を身に付けるための教育（ＳＯＳの出し方に関する教育）を進めます。 

・児童生徒だけでなく、妊娠中、子育て期、成人期、高齢期のあらゆるライフステー

ジの方にＳＯＳの出し方に関する支援の実施に向けた環境づくりを進めます。 

 

【主な事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・妊娠中、子育て期の方のＳＯＳの出し方に関する支援 

・児童・生徒のＳＯＳの出し方に関する教育 

・高齢期の見守り体制の充実とＳＯＳの出し方に関する支援 

【相談窓口一覧リーフレット（平成 30 年度作成）】 

 



８ 

 
 
 

 

「地域自殺実態プロファイル（2018）」及び「意識調査」より、重点施策を「高齢者への

支援」「生活貧困者への支援」「働く世代への支援」「子ども・若者への支援」としました。 

 

（１）高齢者への支援 

・高齢者や介護者に対する行政や事業者のサービスや民間団体等の支援は、地域の中

で展開しており、このような取り組みとの連携により、包括的な支援として高齢者

への自殺対策を推進します。 

 

【主な事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）生活困窮者への支援 

・多様で広範な問題を複合的に抱える傾向がある生活困窮者は、自殺リスクが高い状

態にあります。生活困窮者自立支援制度や生活保護制度等を実施する機関と連携し、

個々人の状況にあった必要なサービスの提供や見守りなど自殺リスクを軽減する

支援を推進します。 

 

【主な事業】 

 

 

 

 

 

 

  

①高齢者への相談支援や見守り体制の充実 

・介護相談員事業    ・配食サービス事業（高齢者） 

 

②介護者等への支援 

・家族等介護支援事業   ・生活支援ショートステイ 

①生活困窮に陥った人に対する支援 

・生活困窮者自立支援事業  ・生活保護 

 

②様々な生活困窮への予防的支援 

・消費者対策推進事業  ・ひとり親家庭自立支援（給付金） 

Ⅶ 重点施策 

 



９ 

（３）働く世代への支援 

・働く世代への支援では、勤務環境、労働環境の多様化に対応できるよう、地域での

周知・啓発活動を行います。 

 

【主な事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）子ども・若者への支援 

・子ども・若者の自殺対策を講じる上では、そのライフステージ、生活の場、こころ

やからだの発達段階に応じた対応が求められるため、様々な取組みとの連携を図り、

包括的な支援を推進します。 

 

【主な事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①勤務問題等における支援体制の充実 

・雇用・就労促進事業  ・中小企業勤労者生活資金融資事業 

 

②働きやすい職場環境づくりの推進 

・労働関連講習会 

 

③働く人のこころとからだの健康づくり 

・仕事と生活の調和（ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ）応援事業 

①妊娠期・子育てを支える仕組み 

・ファミリーサポートセンター運営委託 ・母子健康診査事業 

 

②児童・生徒への支援 

・児童虐待対策事業  ・スクールソーシャルワーカー派遣事業 

 

③若者への支援 

・雇用・就労促進事業  ・若者支援体制の整備（若者相談窓口） 

 

 



１０ 

 
 
 

 

 

 

 

自殺対策基本法では、自殺対策が保健・医療・教育・労働その他の関係施策との有機的な連携

が図られること、国や都を含む、各関係者が相互に連携を図ることなどが示されています。区で

は「葛飾区自殺対策連絡協議会」や「葛飾区自殺対策検討分科会」などの関係者による会議を基

盤として、緊密な連携を確保するとともに、計画の進捗状況等を評価しながら総合的な葛飾区の

自殺対策を推進していきます。 

 

 

 

 

本計画の目標は、自殺死亡率の低下ですが、これを実現するためには各施策を着実に推進する

ことが重要です。本計画の関連施策には、それぞれの目的に応じた事業目標があるため、それに

基づき各関連部署が評価を行います。それを踏まえた上で、本計画では、以下の点に着目して定

期的に自殺対策の評価を行います。 

 

（１）人材育成の推進状況 
指標名 平成 30 年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度

ゲートキーパー 

養成総数（人） 
1,741 2,000 2,200 2,400 2,600 

 

（２）自殺対策に関する周知度 

・自殺対策の周知度が高くなる 

指標名 平成 30 年度 令和４年度 

自殺対策の各種取組の周知度 5％未満 10％ 

・眠れない日が続く時に適切な対応をする人が増える 

指標名 平成 30 年度 令和４年度 

眠れない日が続く時に「スマートフォン等の電子

機器でゲームやＳＮＳなどを行う人」 
26.0％ 減少 

・自殺の状況 

指標名 平成 30 年 令和 5 年 

自殺死亡率（人口 10 万対） 20.0 18.7 

１ 自殺対策の推進体制 
 

２ 評価指標 

Ⅷ 施策の推進に向けて 

 

 



１１ 

【横断幕】国の自殺予防週間や、都の自殺予防月間

に合わせ、横断幕を設置し周知を行いま

す。 

 

 

【こころの体温計】区ホームページには、気軽にこころの状態をチェック 

できる「こころの体温計」を利用できるようにしてい 

ます。 
 

パソコンはこちらから ⇒ https://fishbowlindex.jp/katsushika/demo/index.pl 
 

  

 

 

 

 

 

 

  

「ゲートキーパー」とは、自殺の危

険を示すサインに気づき、適切な対

応（悩んでいる人に気づき、声をか

け、話を聞いて、必要な支援につな

げ、見守る）を図ることができる人の

ことで、言わば「命の門番」とも位置

付けられる人のことです。 

（厚生労働省）

 

 

 

 

 

 

 

 

ストレス・ 
落ち込み度 

チェックして
みませんか 

【ゲートキーパー手帳】 

 

葛飾区自殺対策計画
～誰も自殺に追い込まれることのない いのち支える葛飾区を目指して～ 

令和２年３月 
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